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提言のポイント

成長戦略の中核たる「Society 5.0」の実現に資する
「対GDP比1%の政府研究開発投資」に向けた具体的道筋を提言

総合科学技術･イノベーション会議（CSTI）を司令塔とした、
「Society 5.0実現官民プロジェクト」実行

世界に先駆けてSociety 5.0を実現し、
2020年度において計30兆円規模の付加価値を創出

アベノミクスの成果等を通じた2,500億円規模の新規予算確保
（諸外国の政府科学技術予算※と同水準を目指し拡大）

※文部科学省の調査によると、2000年度から2014年度にかけた各国の政府研究開発関係予算は、中国は約10倍、
韓国は約4.5倍、米国・ドイツ・英国は約1.5倍程度に拡大しているが、わが国は1.1倍程度の拡大に留まっている。
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Society 5.0に関する基本的な考え方

都市や地方、ものづくり、健康・医療、インフラ等を取り巻く
構造的な社会課題の解決を通じ、経済構造改革・好循環を実現

現状放置 Society 5.0実現を通じた好循環

大学・研究所等
研究開発力低下

新たな技術による
製品・サービス減

企業投資減

成長停滞

大学・研究所等
研究開発力向上

社会課題を解決する
イノベーション創造
（Society 5.0実現）

企業投資増

経済構造改革の実現
GDP600兆円経済

Society 5.0実現
への投資

税
収
増
（新
た
な
投
資
原
資
）

現状の
投資維持

税
収
減
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Society 5.0にかかる検討状況

• 未来産業･技術委員会 Society 5.0実現部会
（イノベーション関係の5委員会※の部会長を構成員として設立。企業間
での協調等を通じたSociety 5.0実現に向けた具体策を検討）

経
団
連

※未来産業･技術委員会、知的財産委員会、情報通信委員会、産業競争力強化委員会、起業･中堅企業活性化委員会

• 未来投資会議
（議長 安倍首相，成長戦略の新たな司令塔として「産業競争力会議」と「未来
投資に向けた官民対話」を統合して設立。）

• 経済社会･科学技術イノベーション活性化委員会
（会長 榊原経団連会長，Society 5.0実現に向けた研究開発投資等を議論す
べく「経済財政諮問会議」と「総合科学技術･イノベーション会議」の共管で設立）

• 総合科学技術・イノベーション会議（CSTI）

政
府
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Society 5.0が目指す世界（Society 5.0実現部会で検討中）
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Society 5.0実現に向けた政府投資

内閣府主導
Society 5.0実現官民プロジェクト

（計2,000億円）

各省科技事業 a
（計13,500億円+α）
対GDP比1%に向け拡大

1,500億円
(新規)

アベノミクスの成果活用等
2,500億円

各省提案型

Society 5.0
実現ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
(うち2,000億円)

1,000億円
(新規)

内閣府
科技予算

(500億円※)

500億円
(維持)

Society 5.0実現に向けた民間投資・イノベーション創造
（企業間の協調やベンチャー企業と連携等）

民
主
導
の

社
会
実
装

2020年度において計30兆円規模の付加価値創出

各省科学技術振興費
（12,500億円※）

1,000億円

財源

事業

※2016年度当初予算額

官民投資
拡大推進費

計2,500億円の科学技術関係予算を新規に確保し、
Society 5.0の実現に向けて大胆に投資すべき
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 産学官で国家戦略として推進すべき「ターゲット領域」「テーマ」を定め、
技術開発から社会実証までの全体を見渡したプロジェクトを展開

 10件程度のターゲット領域を設定し、各領域内で10テーマ程度を推進

Society 5.0実現官民プロジェクトのイメージ

Society 5.0実現官民プロジェクトのテーマの考え方

都市

ものづくり

インフラ

・・・

農業

地域

金融システム

公共交通制御

防災・減災

ごみ・環境問題

教育サービス

福祉サービス

自動運転

観光サービス

・・・

技術開発テーマ

価
値
提
供

分
析(

Ａ
Ｉ)

デ
ー
タ
収
集

タ
ー
ゲ
ッ
ト
領
域
（
計
10
程
度
）

官民プロジェクトテーマ

 信号の最適制御（信号
のネットワーク化等）

 スマートフォンへの最適
移動経路の配信 等

 数分～数時間後の混
雑状況把握・予測

 市中での各種イベント
等の把握分析 等

 ＡＩ・ＩｏＴ・セキュリティ
 新素材 等

共通基盤的技術

 電車・自動車・人等の位
置情報の収集・暗号化

 防犯カメラ映像の分析、
暗号化 等

各
種
デ
ー
タ

規
制
制
度
改
革

システム・サービス間の相互協調
技術・データ等の融通

プロジェクト内の取組み

ヘルスケア
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 内閣府総合科学技術・イノベーション会議の「主導型」と「各省提案型」の
２本立てで実行し、幅広い研究開発事業をSociety 5.0関連分野に誘導

Society 5.0実現官民プロジェクトのスキーム

① 内閣府主導型プロジェクト

② 各省提案型プロジェクト

戦略的イノベーション創造型
革新的研究成果創造型

①課題解決 ②研究者最優先

形式 SIP※1 ImPACT※2 FIRST※3

対象 社会実装に向けた戦略的研究 ハイリスク・ハイインパクトな研究

組織 PDによる府省・産学官連携 PM中心の運営 研究者中心型

各省 内閣府 各省

審査項目例
・Society 5.0実現への経済効果
・体制（府省連携、産学官連携）
・目標とする成果と成果管理等

SIP型研究開発
事業を提案

事業総額・内閣府
からの支援希望
比率を提案

有識者議員で審査し
支援比率等を決定

内閣府と
連携し実行
各省と内閣府
のマッチン
グ予算

内
閣
府
が
推
進
費
を

各
省
事
業
へ
配
分

支援の比率は事業総額の0～90% 総額2,000億円程度を配分

※1：戦略的イノベーション創造プログラム
※2：革新的研究開発推進プログラム

※3：最先端研究開発支援プログラム
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 企業間協調

 産学官連携

 ベンチャーとの連携

産業界としての取り組み

Society 5.0実現に向けた民間投資の拡大や
イノベーション（革新的技術の社会実装）を推進

Society 5.0実現に資する企業間での「協調領域」を拡大

大学・研究開発法人との連携を強化。
産学共同研究への投資を2025年までに3倍に拡大することを目指す

高い技術を持つベンチャーとの投資・調達・人材交流等の拡大


